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何のために、ここに？

はじめに

授業力向上
↓

よい授業
おもしろい授業

個人の
研究テーマ

学力の低い子どもの発言を増やす
Aさんが満足する資料
根拠をもって説明する子どもを増やす
子どもたちだけで解決に向かう授業
活発に話し合いが起こる授業
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授業が上手になるには・・・

はじめに

する ⇔ 見る
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普段の授業からの脱出

教科書 ノート

社基礎

教材研究

単元構成
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普段の授業からの脱出

教科書 ノート

社基礎

教材研究

単元構成

時間が
かかる

活用
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普段の授業からの脱出

よ
り
よ
い
授
業
レ
ベ
ル

教科書
ノート活用

教材研究
単元構成

プリント穴埋め 資料不足
単元構成不十分

一単位時間の工夫

単元の工夫

一単位時間の工夫

単元の工夫
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一時間の授業づくり

一時間の授業づくり

考えるための材料がある

考えたくなる問いがある

見えるもの→見えないもの
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前時までの
子供の認識

新たな事実を
知ることによ
る認識

ズレ＝なぜ？

坂出市では，塩田での塩
づくりが廃止され，広大
な跡地ができた。

同じ時期に、海を埋め立て
て、さらに広い土地が作ら
れた。

考えたくなる問い 一時間の授業づくり
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獲得価値
有用性価値

興味価値

櫻井茂男，「自ら学ぶ子ども」，図書文化社，2019年

考えたくなる問い 一時間の授業づくり
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興味価値 ＝問いが知的に面白い

今で考えた
ことがない。
知らなかっ
た。

AともBとも
考えられる。

分かりそうで
分からない。

新奇性 多様性
適度な
困難度

櫻井茂男，「自ら学ぶ子ども」，図書文化社，2019年

考えたくなる問い 一時間の授業づくり
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獲得価値
有用性価値

＝自分や社会にとって
価値がある

課題を解決することが，
自分を高める

課題を解決することが，
社会・生活を豊かにする

櫻井茂男，「自ら学ぶ子ども」，図書文化社，2019年

考えたくなる問い 一時間の授業づくり

13



井澤友郭，『「問う力」が最強の思考ツールである』，フォレスト出版株式会社，2020年

よりよい問いにするために・・・

問い

前
提 条 件

思

考
の 領

域

答えてほしいことは明確か。
学習者が前提となる条件（情報）をもっているか。

考えたくなる問い 一時間の授業づくり

14



井澤友郭，『「問う力」が最強の思考ツールである』，フォレスト出版株式会社，2020年

よりよい問いにするために・・・

問い

前提条件の共有ができないと・・・不明確な議論になってしまう

例：
「この服どうかな？」

→「この服は私に
似合いますか？」

考えたくなる問い 一時間の授業づくり
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一時間の授業づくり

一時間の授業づくり

考えるための材料がある

考えたくなる問いがある

見えるもの→見えないもの
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考えるための材料

考えたくなる問い 一時間の授業づくり
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なるべく子供たち自身に発見させたい。

→見つけ出す力をつけるような授業をしておく
（資料の探し方，資料の見方を丁寧に学ぶ）

教師から
提示
される
もの

考えるための材料

子供が
見つけ
出した
もの

考えるための材料 一時間の授業づくり
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一時間の授業づくり

一時間の授業づくり

考えるための材料がある

考えたくなる問いがある

見えるもの→見えないもの
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見えるもの
＝教材（資料）

見えないもの
＝教育内容

授業の流れ 一時間の授業づくり
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資料 知識

理解

伊藤裕康，「眠られぬ教師のための社会科授業づくりのメソッド」，2020年

授業

授業づくり
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授業の流れ 一時間の授業づくり



一時間の授業づくり

一時間の授業づくり

考えるための材料がある

考えたくなる問いがある

見えるもの→見えないもの
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